
同志社女子大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 博士課程（前期） 履修モデル 

 

１．専攻の概要 

看護学研究分野では、「共通科目」の履修をとおして、看護学研究や実践を支える基礎的理論、研究手法を修得し、研究倫理に関する理解を深めるとともに、

「専門科目」である「看護学研究科目」を履修することにより、生涯発達の視点で対象及び家族、健康に関する諸制度と看護の関係をそれぞれ理解するこ

とにより、様々な健康状態にある対象への看護上の課題に取り組む。そこで明確になった研究課題について、研究計画の立案からデータの収集、解析等を

経て、「特別研究」で修士論文を作成する。 

 

３） 看護系大学での教育・研究者を目指し、広域看護学領域を主たる研究分野とした学生の場合 

 

（1）入学までのプロセス 

大学看護学部を卒業後、学部での卒業研究をさらに深めたいという希望があり、保健・医療看護の現場経験を経ずに大学院に進学した。将来的に教育・

研究者として大学教員になることを志望しており、博士課程（前期）修了後には、数年間の現場経験を踏んでから、博士課程（後期）への進学も考えて

いる。 

  

（2）科目選択 

  ①共通科目（必修 8単位、選択 4単位 計 12単位） 

看護学研究特論、看護研究方法論、理論看護特論、看護倫理特論、看護教育特論、健康科学特論 

  ②看護学研究科目（選択 10単位） 

    成人看護学特論Ⅰ、高齢者・在宅看護学特論Ⅰ、高齢者・在宅看護学特論Ⅱ、看護学演習 

  ③特別研究（必修 8単位） 

特別研究 

 

（3）修士論文テーマ 「在宅要介護高齢者の QOL向上を目指した多職種連携による支援」 

 

（4）修了後の進路 

修了後、総合病院内科系病棟勤務を経て、訪問看護ステーションで訪問看護師として就職。 

その後、大学院博士課程（後期）に進学。博士の学位取得後、看護系大学助教として就職。 



1年次 2年次
看護学研究特論 1春 2
看護研究方法論 1秋 2
理論看護特論 1春 2
看護倫理特論 1春 2
科学英語論文クリティーク 1春
看護教育特論 1春 2
看護管理特論 1秋
健康科学特論 1春 2
成人看護学特論Ⅰ 1春 2
成人看護学特論Ⅱ 1秋
ウイメンズヘルス特論Ⅰ 1春
ウイメンズヘルス特論Ⅱ 1秋
高齢者・在宅看護学特論Ⅰ 1春 2
高齢者・在宅看護学特論Ⅱ 1秋 2
公衆衛生看護学特論Ⅰ 1春
公衆衛生看護学特論Ⅱ 1秋
看護学演習 1秋 4
特別研究 2通 8
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科目区分 授業科目の名称 配当年次
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